
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
近
い
将
来
の
発
生

が
危
惧
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
1
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
を
機
に
、
静
岡
県
で

も
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
警
戒
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
被
害
を
最

小
限
に
防
ぐ
た
め
に
も
、
日
頃
の
備
え
を
も
う
一
度
見
直

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
集

防
災
防
災
～
地
震
～

～
地
震
～

　 南海ト ラフ地震は、 駿河湾から宮崎県日向灘沖にかけ

ての南海ト ラフに沿って起こるプレート 境界型の地震で

す。 国の試算では、 最悪のケースと し て全国で約32万3

千人が犠牲と なり 、 国民の約46％が被災者になると さ

れています。 静岡県では約10万5千人が犠牲と なると 考

えられています。

　 この地震は、 日本で想定さ れる最大規模の地震で、 東

日本大震災（ マグニチュード 9 .0 ） と 同規模かやや大き

な地震（ マグニチュード 9 .0～9 .1 ） と なると 考えられて

います。 震源域は東海から九州まで東西におよそ700キ

ロおよび広い範囲で震度7の揺れが予想されています。

南海ト ラフ地震とは南海ト ラフ地震とは

▲東日本大震災との違いは、 南海ト ラフ巨大地震の震源

域が住民の多く 住んでいる陸域までかかっているこ と

で、 津波も早い所では数分で襲ってく るため、 想定され

る被害が非常に多く なり ます。

想定される人的、 建物被害想定される人的、 建物被害 静岡県ホームページ参照

項  目
予知なし 予知あり

被害区分 冬・深夜 夏・昼 冬・夕 冬・深夜 夏・昼 冬・夕

人的被害

早期避難率高
呼びかけ

死者数 約 75,000 約 36,000 約 46,000 約 14,000 約 8,500 約 10,000
重症者数 約 22,000 約 37,000 約 23,000 約 6,200 約 11,000 約 6,600
軽傷者数 約 47,000 約 55,000 約 43,000 約 13,000 約 16,000 約 12,000

早期避難率低
死者数 約105,000 約 67,000 約 82,000 約 14,000 約 8,500 約 10,000

重症者数 約 24,000 約 33,000 約 25,000 約 6,200 約 11,000 約 6,600
軽傷者数 約 50,000 約 58,000 約 46,000 約 13,000 約 16,000 約 12,000

建物被害
全焼・焼失 約257,000 約262,000 約304,000 約240,000

半壊 約270,000 約268,000 約257,000 約274,000

こ こにも、 一つの物語。
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　 消防庁から の出動指示を 受け、 1月5日（ 金） から 9日（ 火） ま での

5日間、 緊急消防援助隊静岡県大隊と し て出動し ま し た 。 派遣先であ

る 石川県珠洲市における 静岡大隊（ 第2次） の活動は、 情報収集およ

び捜索・ 救出活動がメ イ ンと なり ま し た。 具体的には、 倒壊家屋内の

安否不明者の捜索で、 建物内に取り 残さ れた住人がいる と いう 情報を

基に現場ト リ アージやマーキン グを 行いながら 、 1分1秒でも 早期の

救出を 心掛けま し た。 倒壊し た2階以上の家屋のほと んど は、 1階部

分が押し つぶさ れており 、 特に、 震源地付近の沿岸地域の建物被害は

甚大で、 追い打ちを かける よ う に活動3日目には降雪によ り 捜索活動

が難航し ま し た。

　 今回の派遣を振り 返る と 、 余震が続く なか進出ルート の道路の破損

や寒冷地なら ではの厳し い気象環境への対応が特に大変でし たが、 自

身が被災者にも かかわら ず発災当日から 最前線で懸命に活動する 地元

消防職員や消防団員を目の当たり にし 、 私たちが住む静岡県も 大震災

がいつ発生し ても おかし く ない状況であり 、 官民含めた防災力のさ ら

なる 向上が求めら れている こ と を改めて実感し ま し た。

（ 緊急消防援助隊 静岡大隊 第2次派遣部隊 消防隊長 静岡市島田消防署 加藤文浩）

　 平成7 年1 月に発生し た、 阪神・ 淡路大震災の教訓から 発足し

た大規模災害時等における消防即応部隊で、 平成1 5 年7 月に法制

化さ れまし た。 令和5 年現在、 全国6 ,6 2 9 隊の内、 静岡市消防局

は指揮隊・ 援助隊・ 消火隊等の陸上部隊およ び消防航空ヘリ 部隊

の5 3 隊が登録さ れています。

緊急消防援助隊ってナニ？緊急消防援助隊ってナニ？

静岡市消防局島田消防署、加藤文浩司令

 地震の概要
　 発生日時： 令和6 年1 月1 日（ 月） 1 6 時1 0 分頃

　 震源地： 石川県能登地方　 深さ 1 6 km

　 地震の規模： マグニチュ ード 7 .6

　 震度： 震度7 　 ： 志賀町

　 　 　 　 震度6 強： 七尾市、 輪島市、 珠洲市、 穴水町

　 　 　 　 震度6 弱： 中能登町、 能登町

　 　 　 　 震度5 強： 金沢市、 小松市、 加賀市、 羽咋市、

　 　 　 　 　 　 　 　 かほく 市、 能美市、 宝達志水町

　 　 　 　 震度5 弱： 白山市、 津幡町、 内灘町

　 　 　 　 震度4 　 ： 野々市、 川北市

　 津波注意報・ 警報： 1 日　 1 6 時1 2 分津波警報発表。

　 　 1 6 時2 2 分大津波警報に切替。

1 日　 2 0 時半津波警報に切替。

2 日　 1 時1 5 分津波注意報に切替。

2 日　 1 0 時津波注意報解除。 　
2
月
26
日
（
月
）
川
根

本
町
役
場
本
庁
3
階
会
議

室
で
、
能
登
半
島
地
震
災

害
派
遣
職
員
に
よ
る
事
後

報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
町
は
、
県
か
ら
の
要
請

を
受
け
1
月
下
旬
か
ら
順

次
、
被
災
地
へ
職
員
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。
石
川
県

穴
水
町
で
は
、
住
家
の
被

害
認
定
事
務
や
避
難
所
運

営
業
務
に
従
事
し
ま
し

た
。
ま
た
、
石
川
県
能
登

町
に
は
備
蓄
食
料
約
五
千

食
を
提
供
し
ま
し
た
。
報

告
会
で
は
、
被
災
地
の
様

子
や
課
題
、
今
後
の
防
災

施
策
に
つ
い
て
の

思
い
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

　
薗
田
町
長
は
、

「
静
岡
県
を
含
め

日
本
は
災
害
が
多

い
。
ま
た
、
今
後

は
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
発
生
が
予
測

さ
れ
る
中
、
普
段

か
ら
災
害
を
意
識

し
て
備
え
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

安
全
・
安
心
な
川

根
本
町
で
あ
り
続

け
た
い
」。
と
述

べ
ま
し
た
。

２

１

３

1 _ 派遣職員から 大
おお

森
も り

凡
かず

世
よ

能登町

長に川根茶を 手渡す。 ２ _ 建物の

傾斜を 調査する 派遣職員。 3 _ 倒

壊し た建物。

能登半島地震被災地支援職員報告

緊急消防援助隊 活動報告
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　 山が多い川根本町では、 集中豪雨、 地震など によ り 土砂災害が発生し やすい環境にあり ます。

また、 近年は気象現象も 変化し ており 、 数年に一度し か発生し ないよ う な短時間の大雨や大型の

台風の上陸によ り 、 全国各地で 土砂災害が発生。 町内で も 令和4 年9 月の台風1 5 号によ る 影響

で、 累計雨量3 4 6 m m を 記録し 、 至る所で土砂災害が発生し まし た 。 突発的に発生する 土砂災害

は事前の予測が難し いです。 前兆現象を 把握し 、 早めの対策を と るよ う にし まし ょ う 。

土砂災害に注意し まし ょ う土砂災害に注意し まし ょ う

土石流土石流

特徴

数時間前▶ 川や流水の異常な濁り が生じ る 。 流木が流れてく る 。
　 　 　 　 　 流内で軽石の音がする 。
発生直前▶ 渓流の水位が急激に減少、 地鳴り （ ゴーと いう 音） が聞こ え
　 　 　 　 　 たり 土臭いにおいがする 。

長雨や集中豪雨によ り 、 崩壊土砂や川底の石が一気に下流へ流れる現象

地滑り地滑り
家や田畑、 木なども 一緒に、 地面が大き な塊のまますべり 落ち る 現象

特徴

亀裂や段差の発生・ 拡大、 樹木の傾き 、 根の切れる 音、 構造物のはら み
出し やク ラ ッ ク の発生、 地面の震動、 地鳴り 、 山鳴り 。

崖崩れ崖崩れ 豪雨や地震などによ っ て斜面が突然崩れ落ち る現象

特徴

数時間前▶ 斜面で新たな湧水が発生、 湧水量の増加。

発生直前▶ 湧水の停止・ 吹き 出し 、 斜面に亀裂が発生、 斜面のはら み　
　 　 　 　 出し 、 小石がボロ ボロ落下する 。

「

」

川
根
本
町
で

　
想
定
さ
れ
る
被
害

こ
れ
ら
の
現
象
を
発
見
し
た
ら
役
場
や
地
域
の
責
任
者
に

連
絡
す
る
と
と
も
に
速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
日
頃

か
ら
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
て
危
険
な
箇
所
を
確
認
し
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

避避

難難

まま

でで

のの

流流

れれ

自分の命は自分で守る ！日頃の備えをも う 一度確認し まし ょ う ！

　 いざと いう 時は誰も が助け、 助けら れる立場になり 得ます。 地震や自然現象による災害は止めること はでき

ませんが、 被害は日頃の努力で減らすこと ができます。

 避難場所・ 避難ルート （ 近く の避難場所、 避難ルート について事前に確認しましょう ）

 災害時の家族と の連絡方法（ 災害伝言ダイヤル、 災害伝言板の利用方法を確認しましょう ）

 防災用品の確認（ 次ページの防災用品チェックリスト を参考に確認し てみましょう ）

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・

１１
準 備

２２
情報収集

３３
避 難

テレ ビやラ ジオ等で気象情報を 常に確認し まし ょ う ！

　 気象情報や被災情報を収集・ 分析・ 伝達するこ と で迅速な対応ができます。 被害を最小限に抑えるこ と が

でき ます。

 テレビ・ ラジオ（ dボタ ンで地域情報を確認しましょう ）

 気象庁ホームページ【 http s://w w w .j m a .g o .j p 】（ 警報・ 注意報・ 雨雲の動きを確認）

 静岡県土木総合防災【 h ttp ://sip o s.p re f.sh izuo ka .j p 】（ 静岡県内の土木総合防災情報を確認）

早めの避難をし まし ょ う ！

　 避難すると き は戸締まり ・ 火の元の確認を忘れずに、 余裕があれば、 お年寄り や子ども 、 身体の不自由な

方、 周り の人の避難に協力し まし ょ う

 分散避難 （ 近く の親戚や知人宅、ホテルや車中など、指定避難所以外の避難も 考えられます）

こ こ にも 、 一つの物語。
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　 近年、 激甚化・ 頻発化する 災害から 命を 守る ためには、 行政によ る 災害対策だけでなく 、 町民の皆様、 一人

一人の災害に対する 心構えや知識と 備えが重要です。 地震や自然現象は、 人間の力だけでは食い止める こ と は

でき ませんが、 自分の身は自分で守るこ と 「 自助」、 地域や周り にいる 人と 助け合う こ と 「 共助」、 行政など公

的機関による 支援を 頼るこ と 「 公助」 が連携する こ と で災害の被害を 減ら すこ と ができ ます。 また、 防災の備

えや個人の日頃の努力によ っ ても 減災する こ と ができ ます。 今一度、 日頃の備えを 見直し てみまし ょ う 。

自分の防災について考えてみましょ う自分の防災について考えてみましょ う

防災用品チェックリスト

メ モメ モ

身につけるも の

□ 衣類、 下着、 軍手、 手袋

□ 雨具、 ヘルメット

□ スリッ パ、 長ぐ つ、 安全ぐ つ

□ メ ガネ、 コンタクト レンズ

防寒対策

□ アルミ 保護シート 、 毛布

□ 使い捨てカイロ

□ レジャーシート

貴重品

□ 現金、 小銭

□ 車や家の鍵

□ 口座番号、 保険契約番号

□ 身分証明書 （ 運転免許証、 パスポート ）

□ 緊急連絡先 （ 家族・ 親戚・ 知人）

衛生用品

□ 持病の薬、 常備薬、 お薬手帳

□ 救急セット （ 絆創膏、 包帯、 消毒液など ）

□ マスク 、 消毒用アルコ ール

□ ティッシュ、 ウエット ティッシュ

□ 石けん、 ハンド ソープ

□ タオル、 洗面用品、 ビ ニール袋

□ 歯ブラシ、 歯磨き粉

□ 簡易ト イレ、 ト イレット ペーパー

□ 紙おむつ、 粉ミ ルク 、 哺乳瓶

□ 生理用品、 体温計

その他

□ LEDライト

□ 携帯ラジオ

□ 乾電池、 モバイルバッ テリー

□ スマホ、 携帯の充電器

□ マッ チ、 ライタ ー、 ろう そく

□ ペン 、 メ モ、 笛やブ ザー

□ はさ み、 ナイフ

□ 水、 給水袋

□ 食品 ※３～７ 日分×家族分

（ 米、 缶詰、 レト ルト 食品、 ビスケット など）

食 料
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地域の防災意識と 取組地域の防災意識と 取組

　
３
月
19
日
（
火
）
か
ら
25
日
（
月
）

ま
で
、
川
根
本
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

又ま
た

平ひ
ら

大だ
い

輔す
け

さ
ん
が
、
石
川
県
中
能
登
町

へ
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。

　
派
遣
先
は
同
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
。
今
回
の
派
遣
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
（
静
岡
・
長

野
・
山
梨
・
神
奈
川
）
か
ら
の
依
頼
に

よ
り
、
当
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
立
候

補
し
た
こ
と
で
実
現
に
至
り
ま
し
た
。

静
岡
県
で
は
4
回
目
の
派
遣
と
な
り
ま

す
。

　
3
月
5
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
た
出

発
前
報
告
会
で
、
薗
田
町
長
は
「
当
町

の
経
験
か
ら
も
災
害
は
復
興
に
か
な
り

時
間
が
か
か
る
。
だ
か
ら
こ
そ
皆
で
支

え
合
う
こ
と
が
基
本
。
使
命
感
を
感
じ

な
が
ら
務
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激

励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

町長に報告する又平さん（ 中央）

　
町
立
三
ツ
星
小
学
校
の
児
童
が
能
登

半
島
地
震
の
被
災
者
（
地
）
に
「
義
援

金
を
送
り
た
い
」
と
５
・
６
年
生
で
構

成
す
る
S
D
G
ｓ
セ
ン
タ
ー
（
福
祉
委

員
会
）
が
中
心
と
な
り
全
校
児
童
や
教

職
員
に
対
し
義
援
金
の
協
力
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
2
月
16
日
（
金
）
、
S
D
G
ｓ
セ
ン

タ
ー
の
代
表
児
童
、
松ま

つ

下し
た

龍
り
ゅ
う

生き

さ
ん
、

森も
り

下し
た

碧あ

月つ
き

さ
ん
、
藤ふ

じ

森も
り

叶と

羽わ

さ
ん
の
3

名
が
役
場
に
来
庁
し
、
集
ま
っ
た
義
援

金
8
5
8
5
6
円
を
薗
田
町
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。
町
長
は
、
「
困
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
助
け
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
。
こ
れ
か
ら
も
優
し
い
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
学
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
場
本
庁
舎
及
び
総
合
支
所

に
1
月
5
日
（
金
）
に
設
置
し
た
義
援

金
箱
に
も
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
多

く
の
方
々
か
ら
義
援
金
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
※
令
和
6
年
2
月
29
日
現
在
の
義

援
金
は
、
3
3
6
1
7
6
円
で
す
。 町長に手渡す（ 右から）森下さん、

松下さん、藤森さん

　
1
月
28
日
（
日
）
、
徳
山
地
区
の
愛

宕
地
蔵
堂
で
島
田
消
防
署
、
島
田
消
防

署
川
根
北
出
張
所
、
島
田
消
防
署
川
根

南
出
張
所
、
川
根
本
町
消
防
団
（
本

部
、
3
分
団
）
、
徳
山
自
主
防
災
会
、

町
教
育
委
員
会
が
参
加
し
、
文
化
財
防

火
デ
ー
に
伴
う
防
火
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
1

月
26
日
に
奈
良
県
に
あ
る
法
隆
寺
金
堂

が
焼
損
し
た
こ
と
か
ら
、
文
化
財
を
火

災
な
ど
か
ら
守
る
事
と
文
化
財
愛
護
に

関
す
る
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
に
、
全

国
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
毎
年
文
化
財
所

在
地
の
1
箇
所
を
選
定
し
防
火
訓
練
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
訓
練
参
加
者
は
、
真
剣
な
表
情
で
訓

練
に
取
り
組
み
、
町
の
財
産
を
守
る
た

め
水
消
火
器
に
よ
る
消
火
訓
練
、
消
防

職
員
、
消
防
団
員
に
よ
る
消
火
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
１
月
20
日
（
土
）
と
28
日
（
日
）

に
、
県
主
催
の
「
地
域
で
活
躍
す
る
女

性
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
」
が
文
化

会
館
に
て
開
催
さ
れ
、
２
日
間
で
延
べ

54
名
が
参
加
し
、
す
べ
て
の
講
座
を
受

講
し
た
34
名
に
修
了
証
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　
講
座
で
は
、
静
岡
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル

共
創
科
学
部
教
授
の
池い

け

田だ

恵け
い

子こ

氏
に
よ

る
講
演
や
、
あ
ざ
れ
あ
防
災
講
師
に
よ

る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
。
N
P
O
法
人
日
本

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
災
害
復
興

委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
鈴
木
ま
り
子
氏
に

よ
る
、
女
性
の
視
点
か
ら
防
災
に
つ
い

て
「
地
域
で
今
で
き
る
こ
と
」
を
考
え

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
い
ざ
と

い
う
時
に
備
え
学
び
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
「
講
座
を
受
け
た
こ

と
で
、
私
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
と
自
信
が
持
て
た
」
や

「
自
主
防
災
委
員
に
女
性
枠
を
設
け
る

よ
う
呼
び
か
け
た
い
」
な
ど
の
声
が
多

く
あ
が
り
ま
し
た
。

こ こにも、 一つの物語。
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